
次世代につなぐ みんなにやさしいまち
「 ふるさと みどり 」 緑区キャラクター

「ミドリン」
Ⅰ 基本目標

Ⅱ 目標達成に向けた施策

１ 安全・安心なまち ２ いきいき
暮らせるまち

３ みどりの魅力
あふれるまち

※各施策の具体的な内容は【P2～P4】をご覧ください。

令和６年度 緑区運営方針

子育てしたいまち 次世代を共に育むまち ヨコハマ
横浜市中期計画2022～2025 基本戦略

横浜市中期計画2022～2025 基本戦略の実現に向けた 緑区の主な取組

● 緑区は、豊かな自然の中で地域の皆さまの温かい「つながり」が息づく、みんなにやさしい
魅力あふれるまちです。これは、区民の皆さまの継続した活動により大切に育まれてきたものであり、
この魅力あふれるまちを次世代に引き継いでいく必要があります。

●「横浜市中期計画2022～2025」では「子育てしたいまち 次世代を共に育むまち ヨコハマ」
を基本戦略としています。緑区においても、区民の皆さまの声に寄り添いながら、生まれる前から
青少年期に至るまでの切れ⽬のない⼦育て⽀援の充実や、安全・安心なまちづくり、共に⽀え合う
つながりのあるまちづくりを進めます。また、地域や関係団体、企業、大学等と連携しながら、
脱炭素社会の実現やデジタル化の推進に向けた取組を進めます。

※「視点１～５」は横浜市令和６年度予算において重視する視点です。

視点１
市民の安全・安心

視点２
子育て世代の「実感できるゆとり」

視点４
脱炭素化の早期実現

視点３
誰もが自分らしく暮らせるまち

視点５
グローバルな魅力・活力あふれるまち

GREEN×EXPO 2027
に向けた取組

▲帰宅困難者対策訓練
▲１歳児あつまれ

（緑区地域⼦育て⽀援拠点いっぽ） ▲緑区シルバーフェスティバル

▲⼦どものまちづくりイベント
「Mini Mini Midori プラス SDGs」 ▲ミドリンマルシェ

区民の皆さまと、機運醸成の取
組を進めます。さらに、
GREEN×EXPO 2027の開催を
契機として、区の
魅力を発信すると
ともに、脱炭素化
を推進します。

資料１

長方形



※ 各事業の詳細は、緑区WEB「令和６年度 緑区予算」をご覧ください。
https://www.city.yokohama.lg.jp/midori/kusei/uneihoshin-yosan/yosan/r6midorikuyosan.html

※ 項⽬ごとに、関連する「横浜市中期計画2022～2025」の政策番号を【 】書きで記載しています。
各政策の詳細は、横浜市WEB「横浜市中期計画2022～2025」をご覧ください。
https://www.city.yokohama.lg.jp/city-info/seisaku/hoshin/4kanen/2022-2025/chuki2022-.html

Ⅲ 目標達成に向けた組織運営
●適正・迅速・丁寧に取り組みます
信頼される区役所を⽬指し「市民⽬線」「スピード感」「全体最適」を重視した行政運営を行う
とともに、DXの推進により、区民・事業者の皆さまの利便性・満足度向上を図ります。

●地域との協働・共創を進めます
自治会や関係団体、企業、大学、NPOなど、多様な主体が持つ知恵や力との協働・共創に取り組み、
新たな価値創造につなげます。また、集積した地域特性データ等の活用により、多様化する地域の
ニーズに効率的・効果的に応えるとともに、行政サービスの最適化につなげていきます。

●チーム力・職員力を高めます
限られた経営資源の中で最大限の効果を発揮できるよう、効率的・効果的な事務運営を進めます。
また、高いコンプライアンス意識のもと、地域・組織運営の課題を自ら発見し、情報や課題を共有
しながら、チーム力で解決できる人材の育成・職場づくりを進めます。

【参考】主な事業・取組

緑区は持続可能な開発⽬標（SDGs）を⽀援しています。

各施策において、SDGs17の⽬標を意識して取り組みます。

SDGs17の目標

➀地域防災・減災の
強化

②安全・安心な
環境づくり

③感染症対策と
暮らしの衛生の推進

防災ネットワークや関係機関と連携した訓練・啓発等を通じて、災害に強
いまちづくりを区民の皆さまと協働して推進します。
・地域防災拠点運営委員会や自治会等への地域アドバイザーの派遣
・女性視点を盛り込んだ避難所づくり
・⼦ども・⼦育て世代・外国人向けの防災啓発活動
・スターターキットを用いたペット同行避難受入れ⽀援

自治会、緑警察署等と連携し、地域での自主的な防犯活動推進への情報提
供・活動⽀援を行います。また、道路などの適切な維持管理に努めるとと
もに、スクールゾーン対策協議会等と連携し、交通安全対策を推進します。
・ラッピングバスによる特殊詐欺被害防止の啓発
・生活道路等の交通安全対策実施
・緑区キャラクター「ミドリン」をデザインしたランドセルカバーの作成

健康危機に備え、感染症対策など安全で安心な暮らしのための取組を推進
します。
・食中毒や感染症の予防・啓発・発生時対応
・動物の適正飼育や虫との正しいかかわり方の周知・啓発

１ 安全・安心なまち

・自助・共助による防災・減災、防火・防犯等、地域の特性に応じた区民の皆さまの主体的な取組の
⽀援や、女性視点を盛り込んだ避難所づくりなど、災害に強いまちづくりを進めます。

・区民生活に身近な交通安全や感染症対策など、暮らしの安全対策に引き続き取り組みます。

【政策35】

【政策9・28】

【政策7】

https://www.city.yokohama.lg.jp/midori/kusei/uneihoshin-yosan/yosan/r6midorikuyosan.html
https://www.city.yokohama.lg.jp/city-info/seisaku/hoshin/4kanen/2022-2025/chuki2022-.html


➀「みどりのわ・
ささえ愛プラン」
の推進

②あんしん子育て支援
の充実

③地域における
青少年の育成

④高齢者・障害者施策
の推進

⑤多文化共生の推進

⑥生涯にわたる
健康づくりの推進

⑦暮らしのなかの
セーフティネット

⑧信頼される
窓口サービス

身近な地域で誰もが安心して暮らし続けられるよう、共に⽀え合い、つなが
りのある緑区を⽬指して、地域、区社会福祉協議会、地域ケアプラザ等と協
働しながら、第４期緑区地域福祉保健計画を推進するとともに、次期計画策
定に向けた取組を始めます。
・区域計画重点項⽬に関する取組の推進及び地区別計画推進策定委員会等が推進する
取組への⽀援

・次期計画策定に係る区民アンケート実施及び計画骨⼦の作成【新規】

生まれる前から青少年期に至るまでの切れ⽬のない⽀援を行います。併せて
地域の⼦育て⽀援活動や区内保育施設とネットワークの構築を進め、地域全
体で⼦育て家庭を⽀える環境づくりや保育の質の向上を図ります。また、小
学生の放課後の居場所づくりを進めます。
・プレパパ・プレママ講座、赤ちゃん教室の実施
・妊娠・出産・⼦育てマイカレンダーのやさしい日本語版の作成【拡充】
・⼦育て応援サイト・アプリ（仮称）を踏まえた、みどり⼦育て応援ガイドブックの
デザイン改定【拡充】

・地域⼦育て⽀援拠点サテライトの運営⽀援

次世代を担う青少年の育成に向け、関係団体との連携や取組⽀援を進めます。
また、⼦どもたちが地域の特色や魅力を知るきっかけをつくるための取組を
行います。
・区内大学等と連携した青少年向け体験講座の開催
・自然体験講座【拡充】や多文化理解イベント【新規】の実施

住み慣れた地域で医療、介護等が切れ⽬なく提供できるよう、地域包括ケア
システムの構築を図ります。障害者の社会参加や生きがいづくりの場を充実
させ、区民の皆さまの障害理解を促進します。
・地域ケアプラザによる高齢者の居場所づくり・見守り等の取組⽀援
・障害者への理解促進のためのラッピングバス等による啓発【新規】
・障害者通所施設の商品等を紹介する冊⼦「ミドリビト」の動画版作成【新規】
・健康寿命延伸に向けたフレイル予防の普及・啓発

多様な言語・文化・価値観をお互いが認め合い、協働で創造的な活動に取り
組むことができる環境を⽬指します。
・国際交流ラウンジの運営（日本語教室、交流イベント、通訳ボランティア派遣、
相談窓口業務など）

あらゆる世代が、いきいきと健やかな生活を送れるよう関係団体等と協働で
健康づくりの取組を推進し、健康課題の改善と健康寿命の延伸を⽬指します。
・健康診断・がん検診等の受診啓発、食に関する啓発、健康チェックの実施

ひとり暮らし高齢者等への地域の見守り活動の推進、生活にお困りの方への
自立に向けての⽀援、相談窓口の周知など制度理解を進めます。
・民生委員・児童委員によるひとり暮らし高齢者等への見守り活動の⽀援
・生活にお困りの方への就職及び家計改善に向けた⽀援の実施
・法律相談、司法書士相談等の専門家への相談、女性の福祉やひきこもり等に関する
相談の実施

個人情報の保護を徹底するとともに、区民の皆さま一人ひとりに寄り添い
ながら、わかりやすい案内を心がけるなど、基本的な行政サービスの向上に
努めます。また、区民生活に関わりの深い戸籍・住民登録・税金・保険年金
等の各種制度を適切に運用します。
・個人情報の適正管理、窓口間連携によるわかりやすいご案内、快適な窓口環境の整備

２ いきいき暮らせるまち

・誰もが安心して暮らし続けられるよう、共に⽀え合うつながりのあるまちづくりを進めます。
・健康づくりや健康寿命の延伸に向けた取組を推進します。
・デジタル化による市民サービスの向上と業務効率化を進めるとともに、身近な区役所として
適正・迅速・丁寧に取り組み、信頼される窓口サービスを⽬指します。

【政策10】

【政策1～6】

【政策5・6・11・23・31】

【政策13～15】

【政策11】

【政策7】

【政策14】

【政策 - 】



自然、農、歴史などの地域資源や街のにぎわいの核となる商店街の魅力な
ど、緑区の魅力を広く発信するとともに、緑区に住んでみたい、住み続け
たいと思えるような効果的な広報を行います。
・GREEN×EXPO 2027に向けた機運醸成のためのイベント等の実施
・「みどりでさがそ～緑区ウェルカムガイド～」、緑区遺産等による区の魅力発信
・商店街の活性化に向けたMidori Smile Mall事業の実施

区民の皆さまがスポーツに親しむ環境づくりを進め、多様性ある社会の
実現を⽬指します。
・オリンピック・パラリンピックに係るスポーツ関連事業の実施【新規】
・みどりスポーツフェスティバル、緑区ランニングフェスタの実施

区民の皆さまが身近な場で多様な表現活動に触れることができる機会を
確保するため、地域芸術文化団体の活動⽀援を実施します。
・花や緑に親しみながらGREEN×EXPO 2027の開催に向けて機運を醸成する
文化芸術体験ワークショップ等の実施【新規】

・緑・芸術文化活動⽀援事業
・若年層の掘り起こしを⽬的としたワークショップ等の開催

良好な環境をつくり、次世代につないでいくため、３R・脱炭素化・街の
美化に向けた取組を地域の多様な担い手と協働で進めます。
・⼦どものまちづくりイベント「Mini Mini Midori プラス SDGs」の実施
・親⼦向け環境講演会、 ３Rに関する保育園等への出前講座や広報啓発の実施
・区内大学と連携した緑区フードドライブキャンペーンや、
「ヨコハマ プラ5.3計画」に基づくプラスチックごみ分別拡大に関する広報の実施

・地域課題チャレンジ提案事業「脱炭素化推進コース」の実施
・公園愛護会の活動の省力化に向けた⽀援【拡充】や、活動を紹介する
カレンダー等の作成

・花と緑のサポーターフォローアップ講座の開催及びサポーターの
活動拠点整備【拡充】

地域住民の皆さま主体のまちづくり⽀援を実施します。また、駅周辺の
バリアフリー化を進めます。
・住民の皆さま主体のまちづくりの⽀援（山下地区、東本郷地区、十日市場地区等）
・山下地域交流センター活用等の民間活用を含めた検討
・バリアフリー基本構想に基づく駅周辺のバリアフリー化の推進
・十日市場駅周辺の歩行空間の整備

区民の皆さまのスマホ・パソコン等のICT活用を促進するとともに、
地域の課題解決や魅力づくりへの⽀援を行います。
・デジタル活用促進事業、地域課題チャレンジ提案事業
・地域活動の担い手育成（自治会の担い手育成事業、
みどり「ひと・まち」スクールの実施及びPR強化【拡充】等）

⼦どもから大人まで多くの人が本を身近に感じ、読書を通じて豊かな心を
育めるよう、読書活動を推進します。
・10代が読書に親しむきっかけとなる事業の実施
・区内大学との協働による「おはなし会」等の実施【拡充】

➀自然、農、歴史、
商店街など、みどり
の魅力を活かした
地域活性化

②スポーツを通じた
地域づくり

③芸術文化活動の振興

④環境行動の推進

⑤地域の現状を踏まえた
まちづくり

⑥ICT等を活用した
地域力の推進と
市民活動の支援

⑦読書活動の推進

３ みどりの魅力あふれるまち

【政策20・26・31・32】

【政策8】

【政策30】

【政策18・19・23・31】

【政策26～28】

【政策9】

【政策6・23】

・GREEN×EXPO 2027の成功と、その先の脱炭素社会の実現に向け、区民の皆さまとともに、
花や緑、環境を大切にする意識の向上や行動変容につながる取組を進めます。

・商店街振興や芸術・文化・スポーツ活動の促進、地域の自主的な活動やその担い手の育成、
ICTを活用した地域活動の取組を⽀援します。

・地域の現状を踏まえたまちづくりを進めるとともに、魅力ある公園づくり、花植えや清掃活動など、
地域の良好な環境に向けた取組を進めます。



緑

（単位：百万円）

予　　算

個性ある区づくり推進費 764

　　自主企画事業費 97

　　統合事務事業費 43

624

5,263

　　区役所総務費 317

972

917

2,708

349

6,028

区に係る予算のすがた（令和6年度⼀般会計当初予算）

割　　合

　　身近なまちづくり

　　その他福祉・保健

　　子育て支援

　　生活保護等

5.8%

100.0%　合　　　　　　計

　　区庁舎・区民利用施設管理費

 横浜市の⼀般会計の当初予算は １兆9,156億円です。
 緑区の予算は⼈件費を除いて 60億2,800万円となっており、18区全体の
予算 1,386億円の 4.3％を占めています。

区再配当予算

15.2%

44.9%

12.7%

1.6%

0.7%

10.4%

87.3%

5.3%

16.1%

区づくり

12.7%

再配当

87.3%

自主企画事業費

1.6％

統合事務事業

0.7%

区庁舎・区民利用施設管理費

10.4%

区役所総務

5.3%

身近なまちづくり

16.1%

子育て支援

15.2%

生活保護関係

44.9%

その他福祉・保健

5.8%

※ 各項目で四捨五入をしているため、合計と一致しない場合があります。

資料２

18区全体の

4.3%

緑区

60億2,800万円



主　な　事　業　内　容 （単位：百万円）

R6予算 R5予算 差引

764 756 8

97 98 ▲ 0.3

43 45 ▲ 3

624 613 11

5,263 5,006 257

317 272 45

93 93 0

13 13 0

211 166 45

972 1,050 ▲ 79
（土木事務所が執行する予算です。）
　*下水道事業を含む

1,141 百万円

717 755 ▲ 38

72 84 ▲ 11

(169) (162) (7)

183 212 ▲ 29

917 711 206

72 69 3

672 490 182

173 152 21

2,708 2,615 93

2,678 2,564 113

30 50 ▲ 20

349 358 ▲ 9

133 134 ▲ 1

26 25 1

190 199 ▲ 9

6,028 5,763 265 （※） 下　水　道　事　業　を　含　む 6,197 百万円

※各項目で四捨五入しているため、合計額と一致しない場合があります。

合　　計

※年間を通じた概ねの配付額を算出していますので、あくまでも区に係る予算の大まかな全体像を示した内容となっています。
（現時点では区への配付額が未定のため、区へ配付する予定額を18区均等配分したものや按分したものも含まれています）

生 活 保 護
生活困窮者に対して、国の定める基準により、その困窮の程度
に応じて扶助費を支給するための経費などです。（対象見込み
世帯2,212世帯：令和６年３月時点）

生活困窮者自立支援
生活保護に至る前段階の生活困窮者に対して、国の定める基準
に基づき、自立に向けた包括的な相談支援を実施するための経
費などです。

福祉・保健 （福祉保健センターが執行する予算です。）

障害者福祉

身体障害児・者の身体機能を補う用具、日常生活を円滑にする
ための各種用具の給付・貸与を行うほか、障害状況等に合わせ
た住宅改造や自立支援機器の購入・取付に関わる経費の助成
などを行います。

高齢者福祉
老人クラブへの助成や寝たきり高齢者等への日常生活用具の
給付・貸与に関わる経費。介護予防型のデイサービス事業（介護
保険対象外事業）などを行います。

その他
地域ケアプラザの管理運営経費や民生委員・児童委員の活動
費の支給などを行います。

放課後児童健全育成 放課後キッズクラブと放課後児童クラブ運営主体への補助金等

その他 地域子育て支援拠点、小児医療費助成等

生活保護等 （福祉保健センターが執行する予算です。）

子育て支援 （福祉保健センター等が執行する予算です。）

市立保育所運営 保育が必要な乳児、幼児を保育する保育所の運営費

河川維持管理費等 準用河川の維持管理や親水水路の維持管理などを行います。

下水道事業（※参考） 既設管の修繕や共同排水設備の受託施工などを行います。

公園管理費等
身近な公園の維持管理や老朽化した公園施設の改良などを行
います。

区再配当予算 局からの予算再配当を受け、区が執行している予算

道路修繕費等 道路の修繕や交通安全施設の整備・補修などを行います。

区役所総務費 （総務部が執行する予算です。）

賦課徴収費
市税の課税・納税に関わる償還金や還付加算金、納税通知書の
作成や発送するための経費などです。

広報費
「広報よこはま」や「県のたより」の配布謝金など、広報・広聴に係
る経費です。

その他
戸籍住民登録の事務費、各種選挙の実施、自治会・町内会組織
助成などを行います。

身近なまちづくり

統合事務事業費
広報よこはま各区版の発行や各区市民相談、青少年指導員等
の活動、生活保護及び戸籍・住民登録等に係る経費です。

区庁舎・区民利用施設管理費
区庁舎や地区センターなどの区民利用施設の管理運営に係る
経費です。

分類 説明

個性ある区づくり推進費 区の裁量や創意工夫に基づき自律編成する予算

自主企画事業費
地域の身近な課題やニーズに、迅速かつ、きめ細かく対応する
ための事業費です。



資料３

令和６年 第２回区づくり推進横浜市会議員会議資料

令和６年度

個性ある区づくり推進費 

執行状況 

緑 区 



17,425 18,470 △ 1,045

1 　災害に強いまちづくり事業 重点 7,308 8,210 △ 902 総務課 10

2  安全・安心まちづくり推進事業 1,959 2,020 △ 61 地域振興課 11

3 　交通安全対策事業 4,117 4,074 43 地域振興課 12

4 　交通安全施設等整備事業 2,425 2,500 △ 75 土木事務所 12

5 　暮らしの衛生推進事業 1,616 1,666 △ 50 生活衛生課 13

25,653 21,123 4,530

6 　あんしん子育てネットワーク事業 重点 7,873 8,359 △ 486 こども家庭支援課 14

7 　保育所すこやか子育て支援事業 1,985 1,870 115 こども家庭支援課 15

8 　ＤＶ対策・児童虐待防止事業 978 645 333 こども家庭支援課 15

9 　青少年地域サポート事業 1,262 1,151 111 地域振興課 16

10  健康たうん・みどり推進事業 3,439 3,545 △ 106 福祉保健課 17

11 　共に支えあう福祉保健の地域づくり事業 拡充 8,217 4,295 3,922 福祉保健課 18

12 　高齢者生きがい推進事業 449 463 △ 14 高齢・障害支援課 19

13
 障害者自主製品販売支援・障害理解等促進事業
 （R5：障害理解等促進事業）

拡充 1,450 795 655 高齢・障害支援課 19

54,347 58,129 △ 3,782

14 　花と緑あふれるふるさと緑区事業 拡充 4,000 3,000 1,000 土木事務所 20

15 　ビオトープ再生による生物環境保全事業 1,372 5,200 △ 3,828 土木事務所 20

16 　魅力ある公園づくり事業 拡充 2,000 1,000 1,000 土木事務所 20

17 　とれたてみどり地産地消推進事業 再編 844 2,940 △ 2,096 区政推進課 21

18 　みどり地域まちづくり推進事業 2,095 2,095 0 区政推進課 21

19 　ふるさとみどり魅力発信事業 再編 6,380 5,160 1,220 区政推進課 22

20 　みどり脱炭素推進事業 重点 5,716 5,746 △ 30 区政推進課 22

21 　読書活動推進事業 485 500 △ 15 地域振興課 23

22 　緑・芸術文化事業 2,386 2,160 226 地域振興課 23

23 　３Ｒ推進事業 2,190 2,258 △ 68 地域振興課 24

24 　きれいなまちづくり事業 2,423 2,498 △ 75 地域振興課 24

25 　緑区商店街振興事業 2,745 3,000 △ 255 地域振興課 24

26 　区民まつり事業 6,305 6,500 △ 195 地域振興課 24

27 　地域振興事業 重点 2,453 2,529 △ 76 地域振興課 25

28 　市民活動パワーアップ支援事業 4,037 4,162 △ 125 地域振興課 25

29 　みどりスポーツ振興事業 1,798 1,854 △ 56 地域振興課 26

30 　広報・広聴事業 2,426 2,436 △ 10 区政推進課 26

31 　区民から親しまれる区役所づくり事業 4,692 5,091 △ 399 総務課 26

97,425 97,722 △ 297

① 安全・安心なまち

② いきいき暮らせるまち

③ みどりの魅力あふれるまち

合　計

令和６年度　個性ある区づくり推進費　自主企画事業一覧

No. 事　業　名

新規
重点
等

R06予算 R05予算 増△減 所管課 ページ

［単位：千円］
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［単位：千円］

R06予算 R05予算 増△減

（31事業） 97,425 97,722 △ 297

（5事業） 17,425 18,470 △ 1,045

（8事業） 25,653 21,123 4,530

（18事業） 54,347 58,129 △ 3,782

7,308千円

7,873千円

5,716千円

2,453千円

42,776 45,469 △ 2,693

22,212 24,980 △ 2,768

20,564 20,489 75

624,109 613,266 10,843

107,722 101,486 6,236

448,813 442,386 6,427

43,364 42,366 998

14,816 14,684 132

3,305 6,225 △ 2,920

6,089 6,119 △ 30

764,310 756,457 7,853

◆地域振興事業
＊（３）で計上

◆あんしん子育てネットワーク事業
＊（２）で計上

◆災害に強いまちづくり事業
　　＊（１）で計上

◆みどり脱炭素推進事業
＊（３）で計上

　２　統合事務事業費

（１）統合事務費

（１）区庁舎等

（２）統合事業費

（６）その他（広場・遊び場等）

合 計

　３　区庁舎・区民利用施設管理費

（２）地区センター等

（３）公会堂

（５）区庁舎・区民利用施設修繕費

（４）国際交流ラウンジ

（３）みどりの魅力あふれるまち

【重点事業】　4事業

令和６年度　個性ある区づくり推進費　予算総括表

区 分

　１　自主企画事業

（１）安全・安心なまち

（２）いきいき暮らせるまち 　　　　　 　

9



◆令和６年度個性ある区づくり推進費　自主企画事業費

1

総務課

（３）緑区防災ネットワーク事業
ア 防災ネットワーク委員会（４月19日）
イ 防災ライセンスネットワーク連絡会（資機材取扱研修）

（６月８日）
ウ 災害ボランティアセンター立ち上げ訓練（２月）
エ 防災講演会（３月　緑公会堂）

(４)減災行動啓発事業
(５)出前防災講話（小学校低学年対象）
(６)my減災マップ作りワークショップ（小学生対象）
(７)地域防災アドバイザー派遣
(８)女性視点の防災講話（12月）【新規】
(９)子ども防災イベント（７月28日）及び子育て世代向け

防災講座（２月）

（５）各種マップの増刷
ハザードマップ等各種マップの増刷

（６）霧の里防犯防災活動センター運営

（７）外国人（要援護者）に向けた減災啓発事業
外国人居住者に向けた防災講座

（８）妊産婦（要援護者）に向けた減災行動啓発支援事業
ア 母親教室等での講話
イ 災害時用離乳食の備蓄
ウ 備蓄品を活用したもぐもぐ教室、乳幼児健診での啓発

（単位：千円）

事業名等 実施内容

（２）地域防災拠点等強化事業
ア 高齢者等要援護者や女性視点を取り入れた拠点備蓄品の購入
イ 地域防災拠点の備蓄品の在庫点検、資機材の保守点検及び修

繕（全22拠点７月、２月）
ウ 地域防災拠点運営委員会情報共有会（11月）
エ 参与研修（各拠点責任職対象　５月７日、８日）

災害に強いまちづく
り事業【重点】

　防災ネットワークや関係機関との連携強化、啓発・研修等を通じて、
災害に強いまちづくりを区民と協働して推進します。

Ｒ６予算 7,308

前年度予算 8,210

増▲減 ▲ 902

（１）区本部機能強化事業
ア 緊急時初動対応グループ研修（４月２日、３日）
イ 風水害研修（５月28日、29日）及び区災害対策本部運営訓練

（10月、１月）
ウ 普通救命講習（10月）
エ 資機材、備蓄品の購入（災害対策本部用）
オ 帰宅困難者対策訓練（11月）

Ⅰ　安全・安心なまち

予算
令和６年度予算額 令和５年度予算額 増▲減

17,425 千円 18,470 千円 ▲ 1,045 千円

R5子ども防災イベン
ト(緑消防署)

● 災害医療活動対策事業
＜「共に支えあう福祉保健の地域づくり事業」へ移管＞
　前年比　676千円減

10



２

地域振興課

安全・安心まちづく
り推進事業

　安全・安心なまちづくり活動を推進するため、自治会、緑警察署等と
連携し、緑区安全・安心まちづくり推進協議会の運営をはじめ、地域で
の自主的な防犯活動促進のための情報提供・活動支援を行います。Ｒ６予算 1,959

Ⅰ　安全・安心なまち

前年度予算 2,020

増▲減 ▲ 61

（２）特殊詐欺被害防止事業
　　　バスラッピングによる啓発（12月）等

 （１）緑区安全・安心まちづくり推進協議会の運営
　　ア　総会の開催（５月20日）
　　イ　活動内容
　　（ア）防犯パトロール物品等の提供（通年）
　　（イ）啓発活動
　　　　ａ　警察と連携した特殊詐欺防止等キャンペーン
　　　　ｂ　区民まつり出展
　　　　ｃ　地域情報紙を活用した防犯啓発
　　（ウ）防犯リーダー養成講座（各連合自治会の防犯関係者対象）

（３）情報提供・啓発の充実
　　ア　緑区防犯情報メールの配信
　　　　横浜市ＭＬシステムでの配信（犯罪情報等）
　　イ  緑区・振り込め詐欺被害防止情報発信拠点事業の登録事業者
　　　への情報提供・啓発
　　ウ　広報よこはまへの啓発記事（特殊詐欺防止）掲載
　　エ　子どもの安全を脅かす事件の発生時の連絡体制の充実R5特殊詐欺防止

バスラッピング

11



３

地域振興課

４

緑土木事務所

Ⅰ　安全・安心なまち

交通安全対策事業 　緑警察署、緑交通安全協会などの関係団体と共に構成している「緑区
交通安全対策協議会」として、区内の交通事故減少に向け、交通安全に
関する総合的かつ効果的な対策を推進します。特に、高齢者の交通安全
や自転車の交通ルール遵守に向けた啓発に重点的に取り組みます。

Ｒ６予算 4,117

前年度予算 4,074

（１）緑区交通安全対策協議会の運営
　　ア　総会の開催及び功労者表彰（４月17日）
　　イ　幹事会（４回）（第１回：５月23日）

（２）交通安全運動推進
　　ア　各季交通安全運動（駅前広報　４回）
　　　　（春：４月５日 鴨居駅）
　　イ　九都県市一斉自転車マナーアップ強化月間における啓発
　　（ア）駅前での啓発（５月16日　中山駅周辺）
　　（イ）登校時の高校生への啓発
　　　　　（５月29日 霧が丘高校）
　　ウ　自転車駐車場での啓発（６月）
　　エ　交通事故発生状況リーフレットの発行（３月）

（４）放置自転車対策
　　ア　自転車等放置防止推進協議会（７月　区内４駅）
　　イ　クリーンキャンペーン（10月　区内４駅）

交通安全施設等整備
事業

　「安全・安心なまち」の実現のため、生活道路やスクールゾーンを中
心とした、市民生活に密接した箇所における歩行者の交通安全対策を推
進します。Ｒ６予算 2,425

（３）交通安全教育・対策
　　ア　高齢者交通安全教育・対策
　　（ア）シルバーリーダー連絡協議会幹事会（４回）
　　（イ）高齢者向け交通安全教室（緑区交通安全シルバーリーダー
　　　　研修会）（１月）
　　イ　児童交通安全教育・対策
　　（ア）ランドセルカバー贈呈式（４月）
　　　　　ランドセルカバーの配付
　　（イ）はまっ子交通あんぜん教室（児童交通安全教育）
　　　　　（６月　緑小、新治小、中山小、東本郷小）
　　ウ　スクールゾーン対策
　　（ア）スクールゾーン対策協議会全体研修会（４月25日）
　　（イ）スクールゾーン対策協議会への助成
　　（ウ）電柱巻標識更新、路面標示の新設・補修
　　（エ）横断旗等の配布（１月）

R5ランドセルカバー配付

前年度予算 2,500

43増▲減

　（１）交通安全施設等整備事業
　　　ア　日常の陳情やスクールゾーン対策協議会等による交通安全
　　　　対策に関する要望の集約（４～７月）
　　　イ　交通安全対策実施予定箇所の選定（７～８月）
　　　ウ　交通安全対策
　　　　　区画線の新設・補修、あんしんカラーベルトの補修等
　　　　（９～３月）

増▲減 ▲ 75

R5実施箇所（中山）
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５

生活衛生課

Ⅰ　安全・安心なまち

暮らしの衛生推進事
業

Ｒ６予算 1,616

前年度予算 1,666

増▲減 ▲ 50

　区民が安全・安心で快適な生活が送れるよう、食中毒や感染症の予
防、虫や動物との正しい関わり方について周知・啓発を図ります。
　地域防災拠点での衛生対策や、ペットの飼い主が必要な時にためらい
なく安心して避難できる地域となるよう、ペットの飼い主や多様な区民
への啓発及び地域防災拠点でのペット同行避難受入れ支援等を行いま
す。

（４）安心・快適なくらし推進事業
　　ア　暮らしの中の虫相談
　　（ア）衛生害虫啓発のパネル等の展示（６月）
　　（イ）区民まつりでの展示（10月）
　　イ　アシナガバチ等駆除器材の貸出し
　　ウ　身近な虫（蚊及びハチ）に関する注意喚起動画の上映

（５）災害時に備えた衛生啓発事業
　　ア　災害時のペット対策啓発
　　（ア）「ペット防災手帳」の配布（前年度２月改訂・増刷）
　　（イ）ペットの同行避難に関する市民啓発講演会（８月）
　　（ウ）区民まつりでのパネル展示（10月）、ペーパークラフト、
　　　　チラシ等の配付
　　イ　地域防災拠点におけるペット同行避難受入れ体制の促進
　　（ア）地域防災拠点へのペット同行避難スターターキットの配備
　　　　（ニーズに応じて＋αとしてペットケージの配備）
　　（イ）拠点訓練や拠点運営委員会でのペット同行避難訓練、出前
　　　　講座、ペット用非常持出品等の展示・紹介、飼い主間及び
　　　　拠点との連携支援
　　ウ　地域防災拠点における手洗いや、食品・飲料水、トイレの衛
　　　生、防虫対策等の啓発（保健衛生ポスターの配備等）

（１）食中毒予防啓発事業
　　ア　「手洗いチェック」や「調理器具等の洗浄度チェック」など
　　（ア）食中毒予防啓発出張講座等（区内小学校対象　通年）
　　（イ）地域での行事等における啓発（通年）
　　イ　緑区食品衛生協会等と協働した食品衛生知識の普及啓発
　　（ア）食中毒予防キャンペーン（８月）
　　（イ）区民まつり（10月）
　　ウ  ノロウイルス食中毒予防講習
　　　（高齢者施設や保育所等対象　10月）
　　エ　衛生管理が優れた区内飲食店施設等へのステッカー配付
　　　（１月）、HACCP（ハサップ）の定着支援

（２）薬と健康の啓発事業
　　　薬の適正な使用及び薬物乱用防止に関する周知啓発（通年）

（３）人と動物との共生事業
　　ア　犬の放し飼いの防止やフンの持ち帰りのマナーアップ啓発
　　（ア）犬のしつけ方教室（11月）
　　（イ）窓口でのチラシ、糞持ち帰り袋等の配布
　　イ　動物愛護普及啓発
　　　　区役所イベントスペースでのパネル等展示（９月）

R5ペット同行避難スターター
キットを用いた一時飼育場所設

営訓練・展示説明
（三保小学校）

R5食中毒予防啓発出張講座
(緑小学校）

ペット防災手帳
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６

こども家庭支援課

4,530 千円
（単位：千円）

事業名等 実施内容

あんしん子育てネッ
トワーク事業
【重点】

　緑区において、誰もが安心して妊娠・出産・子育てができ、子どもが
健やかに成長できるように、妊娠期から学齢期まで切れ目のない支援を
行います。

（２）乳幼児の健やかな育ちのための支援
　　ア　赤ちゃん教室
　　　　14か所の会場で各９回　計126回うち19回実施（５月末時点）
        ０歳の第１子と保護者及び妊婦を対象に、育児講座を開催
　　イ　歯つらつ１歳児
　　　　１日コース９回うち　1回実施（５月末時点）
　　　　２日コース３回うち　1回実施（５月末時点）
　　　　歯みがき練習、虫歯予防教室
　　ウ　乳幼児健診等での見守り保育

Ⅱ　いきいき暮らせるまち

予算
令和６年度予算額 令和５年度予算額 増▲減

25,653 千円 21,123 千円

Ｒ６予算 7,873

前年度予算 8,359

増▲減 ▲ 486

子育て支援情報のホーム
ぺージ紹介チラシ

　（３）地域における子育て支援
　　　ア　緑区子育て支援のひろば事業
　　　　　地域の協力を得て、親子で交流や情報交換ができる場づくり
　　　イ　地域での子育て支援活動育成事業
　　　　　子育てサークルや子育てサロンの活動への助成（１団体）
　　　ウ　みどり子育て支援連絡会
　　　　　子育て支援活動団体同士の交流、情報交換等

（４）妊娠・出産・子育てに関する情報提供
　　ア　子育て支援情報のホームページ・メールマガジン配信
　　　　（メルマガ毎月１回配信）
　　イ　みどり子育て応援ガイドブック【拡充】
　　　　子育て応援サイト・アプリ（仮称）を踏まえデザイン改定
　　　　（３月完成予定　5,700部）
　　ウ　みどりっ子カレンダー
　　　　区内の保育・教育施設の行事やサービス等の情報をカレン
　　　ダー形式で発行（毎月1,000部）
　　エ　保育施設のご案内
　　　　緑区版の保育施設の案内（５月 2,000部、10月 3,000部）
　　オ　放課後事業情報提供
　　　　放課後児童クラブと放課後キッズクラブの事業や、区内の各
　　　クラブを紹介するリーフレット作成（2,500部）

（１）妊娠期からの切れ目のない支援
　　ア　プレパパ・プレママ教室
　　　　年12回うち2回実施（５月末時点）
        土曜日に沐浴実習や産前産後の生活等の講座を実施
　　イ　妊娠・出産・子育てマイカレンダー【拡充】
　　　  母子手帳交付時に、妊娠期から出産後に受けられるサービス
　　　や手続きなどをわかりやすく案内
　　　　令和６年度はやさしい日本語版を作成（10月完成予定）
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７

こども家庭支援課

８

こども家庭支援課

みどりっこまつり
（緑公会堂）

増▲減 333

Ⅱ　いきいき暮らせるまち

　緑区で保育に関わる全ての人がつながり、切れ目のない子育て支援を
目指し、ネットワーク事業、市立保育所での育児支援事業・地域交流事
業等により、区内保育所等のネットワークの構築及び地域の子育て支援
を推進します。

　（１）ネットワーク事業
　　　ア　あつまれ！みどりっこまつり
　　　　　未就学児とその保護者を対象に、公立園と民間園が協力し、
　　　　保護者が育児に活かせる内容を提供
　　　イ　赤ちゃんの駅事業
　　　　　授乳・調乳・おむつ替えができるスペースを市立保育所等に
　　　　設置し、地域の親子に開放

　（２）市立保育所での育児支援事業
　　　ア　保育アドバイザー（保育士）派遣事業
　　　　　地域の子育てサークルの活動を支援するために保育士を派遣
　　　　し、育児相談、おもちゃを利用した遊びの紹介等
　　　イ　絵本の貸出
　　　　　園庭開放に参加した地域の親子への絵本の貸出しやお話し会
　　　ウ　施設開放の拡充
　　　　　市立保育所のうち、２園の育児支援センター園に加え、セン
        ター園でない１園でも週５日の園庭開放・ホール開放を実施
　　　エ　離乳食ランチ交流
　　　　　離乳食試食会において調理員・保育士から離乳食の説明

　（３）市立保育所での地域交流事業
　　　　グリーンカーテンとなる花苗育成を通して、地域の方と園児、
　　　 保護者等の交流の機会を提供
　　　＜「みどり脱炭素推進事業」から移管＞
　　　　　前年比　180千円増

ＤＶ対策・児童虐待
防止事業

Ｒ６予算 978

保育所すこやか子育
て支援事業

Ｒ６予算 1,985

前年度予算 1,870

増▲減 115

前年度予算 645

　（４）多言語サポート事業
　　　　近年増加している外国語話者からの問い合わせ等に対応するた
　　　めに導入している自動翻訳機の更新

　ＤＶ被害者への相談の充実を図り自立を支援するため、弁護士による
法律相談を行います。
　また、児童虐待ケースに関わる支援者のスキルアップを目的とした研
修、児童虐待防止の啓発及び養育者の育児不安軽減を目指した支援を実
施します。

　（１）ＤＶ対策事業
　　　　ＤＶ問題に造詣の深い弁護士による法律相談
　　　　 年12回　うち２回実施（５月末時点）

　（２）児童虐待防止事業
　　　ア　児童虐待防止に関する支援者向け研修（年１回）
　　　イ　児童虐待防止のための啓発物品作成
　　　ウ　ペアレントコンサルテーション事業
　　　　　（旧事業名：ママのハートバランス事業）
　　　　　養育者の育児不安軽減のための個別相談
　　　　　年23回　うち５回実施（５月末時点）

グリーンカーテン
（十日市場保育園）
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９

地域振興課

1,151

増▲減 111

青少年地域サポート
事業

　次代を担う青少年の健全育成推進を目的に、地域の青少年育成の担い
手である市民活動団体等による活動に対して支援を行います。
　また、子どもたちが身近な地域の特色や魅力を知るきっかけになる体
験活動・イベントを区が企画して実施します。

Ｒ６予算 1,262

前年度予算

Ⅱ　いきいき暮らせるまち

　（３）青少年地域サポート事業運営費
　　　ア　より良い社会環境の醸成に向けた啓発活動や地域交流支援
　　　イ　青少年向けの体験活動・イベントを区が企画して実施
　　　（ア）青少年向け自然体験講座「緑区は昆虫すごいよ！2024」
　　　　（７月23日・25日　にいはる里山交流センター）　【拡充】
　　　（イ）カレー調理体験を通じてインド文化も学ぶ青少年向け
　　　　　多文化理解イベント【新規】

　（４）区内大学等と連携した青少年向け体験講座事業
　　　  東京工業大学等と連携した小・中学生向け体験講座

R5「緑区は昆虫すごい
よ！」の様子

　（１）みどりっこ育成活動支援事業
　　　　緑区内の市民活動団体等が行う青少年向けの事業に対し、経費
　　　の一部を補助

　（２）緑区青少年活動事業
　　　　緑区子ども会連絡協議会、緑区山下地区青少年育成会の活動支
　　　援
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10

福祉保健課

健康たうん・みどり
推進事業

　区民が、生活習慣の改善や生活習慣病の重症化予防及び健全な食生活
の実践に取り組むことで、健康寿命を延ばすことができるよう、保健活
動推進員、食生活等改善推進員等の地域の団体や関係機関と協働で啓発
に取り組みます。さらに、区民が健康づくりに取り組みやすい環境を目
指し、地域支援などの仕組みづくりを行います。

Ｒ６予算 3,439

前年度予算 3,545

増▲減 ▲ 106

　（４）みどり食育実践推進事業
　　　ア　食育月間・食育の日キャンペーン
　　　（ア）食育月間
    　   　 パネル展（６月10日～14日）及びイベント（６月18日　思
　　　　　いやり、健康づくりの日と同時開催）
　　　（イ）食育の日
　　　　　　毎月19日の食育の日にあわせ、食事診断システムの体験や
　　　　　野菜摂取の促進、お口の健康づくり等の啓発（５月16日、８
　　　　　月22日、10月17日）
　　　イ　食事サンプル等を活用した体験型食育講座
　　　（ア）学校と連携した児童・生徒向け講座
　　　　　　区内小・中学校の授業等で、食育指導の支援
　　　（イ）ＰＴＡ・地域子育て支援拠点等の成人向け講座
　　　　　　地域団体等に講座を実施
　　　ウ　緑をたっぷり召し上がれキャンペーン
　　　　　野菜摂取の促進の啓発を「とれたてみどり直売所」の販売日
　　　　にあわせ実施（５月７日、６月18日、11月５日、12月３日）
　　　エ　平常時から考える食の備蓄
　　　　　啓発リーフレット等での周知

「３日分の食の備えをしま
しょう！」パンフレット

　（５）若年層の生活習慣病予防講座
　　　　地域子育て支援拠点等における子育て世代等の若年層向け講座

　（６）体験型がん啓発事業
　　　　がん触診モデル等の展示

　（１）健康づくり月間事業
　　　　区民まつりにおける健康チェック・健康相談・野菜摂取促進等
       （10月）

思いやり、健康づくりの日
ウォーキング

（２）思いやり、健康づくりの日事業
　　　健康チェック（身長体重測定や推定野菜摂取量測定等）やウォ
　　ーキング、健康づくり啓発や栄養・歯科相談等の実施（５月７
　　日、６月～３月、６月18日は食育月間キャンペーンと同時開催）

Ⅱ　いきいき暮らせるまち

（３）健康たうん・みどり事業
　　　地域団体による健康づくり活動や地域向け講習会等の支援
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11

福祉保健課

共に支えあう福祉保
健の地域づくり事業
【拡充】

Ｒ６予算 8,217

前年度予算 4,295

増▲減 3,922

　身近な地域で誰もが安心して暮らし続けられるよう、共に支え合い、
つながりのある緑区を目指して、地域、区社会福祉協議会、地域ケアプ
ラザ等と協働しながら、第４期緑区地域福祉保健計画「みどりのわ・さ
さえ愛プラン」を推進するとともに、第５期計画の策定を進めていきま
す。
　また、ひとり暮らし高齢者等に対して見守りや訪問を行っている民生
委員・児童委員の活動を支援するとともに、区内医療機関等と連携し災
害時の医療提供体制を構築します。

　（１）地域福祉保健計画推進事業
　　　ア　次期計画策定に係る区民アンケート実施及び計画骨子の作成
                                                       【拡充】
   　 イ　地区別計画推進策定委員会（11地区、各地区年２回程度）
　　　ウ　地区別計画代表者連絡会（７月、１月）
   　 エ　みどりのわ・ささえ愛プラン推進策定委員会（12月）
　　　オ　第４期計画推進に係る報告書の発行及び活動発表
　　　カ　地区別計画の推進のための支援

　（２）民生委員見守り訪問事業
　　　ア　地域包括支援センター、区役所高齢・障害支援課のいずれと
　　　　もつながりのない高齢者を中心に、民生委員による訪問等によ
　　　　る状況確認（９～10月）
　　　イ　民生委員活動を支援するため、担当エリアを明確にした
　　　　「活動マップ」の更新（通年）

　（３）災害医療活動対策事業
　　　ア　保健活動グループの研修（年４回）
　　　イ　災害時医療の訓練等の実施（秋以降）
　　　＜「災害に強いまちづくり事業」から移管＞
　　　　　前年比　676千円増

Ⅱ　いきいき暮らせるまち

みどりのわ・ささえ愛プラ
ン地区別計画推進策定委員

会の様子
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12

高齢・障害支援課

13

高齢・障害支援課

前年度予算 795

（２）老人クラブ加入促進のための啓発活動等
　　ア　区民まつりにおける啓発グッズ等の配布
　　イ　老人クラブ啓発用封筒の印刷

　障害者通所施設の自主製品販売を支援し、障害福祉を啓発することに
より障害者の社会参加や生きがいづくりの場を充実させるとともに、区
民の障害理解を促進します。
　また、精神保健福祉サービスを情報提供する案内人を配置し、精神障
害者の社会参加や安心した暮らしに向けた支援を図ります。

Ｒ６予算 1,450

障害者自主製品販売
支援・障害理解等促
進事業【拡充】

Ⅱ　いきいき暮らせるまち

高齢者生きがい推進
事業

　高齢者がこれまでに培った経験や能力を生かして生涯現役で活躍し、
住み慣れた地域でいきいきと暮らしていけるよう、老人クラブの活性化
及び加入促進を図り、高齢者の社会参加や交流を促進します。Ｒ６予算 449

前年度予算 463 （１）シルバーフェスティバル等の開催
　　ア　シルバーフェスティバル（３月）
　　イ　囲碁・将棋大会（12月）

増▲減 ▲ 14

シルバーフェスティバル
（緑公会堂）

（３）障害理解の促進
　　ア　障害者週間に合わせた啓発事業（12月）
　　イ　ラッピングバスによる啓発【新規】

（４）精神保健福祉サービス案内人
　　　精神障害者保健福祉手帳新規取得者に対して障害福祉サービス
　　等の各種制度の利用を促進するための案内人を配置

増▲減 655 （１）共同販売の推進
　　ア　区役所等での共同販売
　　　　「みどりハートフルマーケット」の場の設定（通年）
　　イ　共同販売の広報活動
　　　　区ホームページへの掲載、販売チラシ作成（通年）

（２）商品の魅力アップ支援
　　　商品（自主製品）及び受注作業の魅力を紹介する冊子「ミドリ
　　ビト」（令和４年度改訂）の継続配布（通年）及び「ミドリビ
　　ト」の動画版作成【拡充】

障害者週間啓発展示
（緑区役所）
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14

緑土木事務所

15

緑土木事務所

16

緑土木事務所

　（１）外来生物捕獲調査事業
　　　　捕獲調査による外来生物の生息状況把握(事後調査)(７月)

　特定外来生物が定着・繁茂できる環境となっている雨水調整池のビオ
トープを再生し、野鳥等が飛来できる水辺を創出し、生物環境の回復を
図ります。令和５年度はビオトープ再生のため修景池の除草等を実施
し、外来生物の捕獲調査（事前調査）を実施しました。令和６年度は捕
獲調査（事後調査）を実施します。

　公園愛護会員の高齢化に対し、公園愛護会活動の省力化支援を行うと
とともに、広く区民に公園の魅力や活動を紹介し、地域に親しまれる公
園づくりを推進します。また、GREEN×EXPO2027を契機として、花や緑の
良事例の見学会等を通じて、愛護会員の技術の向上を図っていきます。

（１）公園愛護会活動省力化支援【拡充】
　　ア　多年草花苗による花壇づくり
　　イ　軽量で扱い易いバッテリー式の草刈機等の貸出

千円 58,129 千円 ▲ 3,782 千円

　（１）花と緑のサポーターフォローアップ事業
　　　ア　フォローアップ講習の実施（通年：全10回）
　　　イ　サポーターの活動拠点整備【拡充】

（単位：千円）

Ⅲ　みどりの魅力あふれるまち

予算
令和６年度予算額 令和５年度予算額 増▲減

54,347

事業名等 実施内容

花と緑あふれるふる
さと緑区事業
【拡充】

Ｒ６予算 4,000

前年度予算 3,000

増▲減

　令和４年度まで花と緑のサポーター養成講座を実施し、サポーターの
育成を行い、令和５年度はサポータの技術力向上のための講習を実施し
ました。引き続き、講習と共に活動拠点を整備しサポーターによる花壇
づくりを継続的に支援し、GREEN×EXPO2027を契機として、地域で活躍で
きる人材を育成し、花と緑あふれるまちづくりを推進します。

1,372

R6花と緑のサポーター
養成講座

1,000

1,000

公園愛護会の活動の様子
（中丸公園）

三保第一雨水調整池

魅力ある公園づくり
事業【拡充】

Ｒ６予算 2,000

前年度予算 1,000

　※ R5捕獲調査(事前調査)結果：ウシガエル(幼生含む)161匹
　　 R5修景池除草実施面積：440㎡
　　 R6年度は捕獲調査(事後調査)のみ実施

　（２）公園愛護会PR活動等
　　　ア　公園や愛護会活動等の紹介記事を作成（２回）
　　　イ　見所や特徴を掲載した公園マップの配布や公園愛護会の
　　　　　活動状況等を紹介するカレンダーの作成
　　　ウ　花や緑の良事例の見学会等を通じた技術力の向上

前年度予算 5,200

増▲減 ▲ 3,828

ビオトープ再生によ
る生物環境保全事業

Ｒ６予算

増▲減

20
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区政推進課

Ⅲ　みどりの魅力あふれるまち

（５）「農」の魅力動画配信事業
　　　区内のよこはま地産地消サポート店によるレシピを紹介する
　　動画を配信（動画１本制作）

みどり地域まちづく
り推進事業

　平成26年12月に改定した「緑区まちづくり計画」の具体化を進めるた
め、地域住民主体のまちづくり支援を実施します。

とれたてみどり地産
地消推進事業
【再編】

Ｒ６予算 844

前年度予算 2,940

増▲減 ▲ 2,096

　緑が豊かで農業の盛んな緑区において、区庁舎での農産物直売所、レ
シピを紹介する動画の配信、地産地消講座などを実施します。GREEN×
EXPO 2027の開催を契機として、緑区の農の魅力を広く区民に発信すると
ともに、地産地消の推進を図ります。

（２）よこはま地産地消サポート店を通した地産地消促進事業
　　　レシピを紹介する動画を活用したキャンペーン等

（３）地産地消情報等発信事業
　　　緑区ウェブサイトやフェイスブック等での情報発信

（４）地産地消講座事業
　　　畑での収穫体験（７月６日、ほか１回）

（１）区庁舎直売所事業
　　ア　区庁舎内の直売所で地元農産物を販売（毎週火・木曜日）
　　イ　ＪＡ横浜と共催で地場野菜の直売会（６回（５月10日、
　　　６月14日、７月５日、11月８日、12月６日、１月10日）
　　　緑区役所）

親子でさつまいも収獲体験
（R5）

（２）山下地域交流センター活用事業
　　　耐震補強等工事後を見据えた施設活用や運営方法等の検討

（３）緑区案内・誘導サイン等維持管理事業
　　ア　案内・誘導サインの改修・更新・新規設置
　　イ　バリアフリー基本構想に基づき、中山駅案内サインの作成
　　　検討

山下地域交流センター

（４）地域のつながり支援事業
　　　地域のつながりづくりに寄与する、空き地・空き店舗を活用
　　した継続支援

Ｒ６予算 2,095

前年度予算 2,095

増▲減 0

（１）住民主体のまちづくり支援
　　　地域のまちづくり支援、専門家派遣等
　　　（山下地区、東本郷地区、十日市場地区等）
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増▲減 1,220 （１）緑区プロモーション推進事業
　　ア　区役所や区民利用施設における緑区転入者等への
　　　「みどりでさがそ～緑区ウェルカムガイド～」の配布
　　イ　広報よこはま緑区版2024年４月号での「みどりでみつける
　　　～緑区魅力ガイド～」の紹介
　　ウ　GREEN×EXPO 2027を契機とした、緑区の魅力発信

（２）緑区フォトアーカイブ事業
　　ア　区内の移り変わりを写真で残し、オープンデータとして提供
　　イ　フォトコンテストの開催（秋頃実施予定）、入賞作品をオー
　　　プンデータとして提供
　　ウ　前年度フォトコンテストの入賞・佳作作品を活用したカレン
　　　ダー作成（秋頃配布予定）

（３）緑区遺産事業
　　ア　区内にある有形の歴史的・自然的・文化的地域資源を「緑区
　　　遺産」として登録（４月末現在の登録数 22件）
　　イ　緑区遺産紹介冊子・緑区遺産カードを活用したイベント実施
　　ウ　登録申請団体による訪問者のための看板等案内物の設置補助

Ⅲ　みどりの魅力あふれるまち

ふるさとみどり魅力
発信事業【再編】

　地域への愛着や郷土愛を育むとともに、あらゆる世代がまちづくりに
参加し、「住みたい、住み続けたい、子育てしたい」と思える緑区を目
指すため、緑区の魅力（自然、農、歴史、街並み等）を区民とともに見
つけ、市内外に広く発信していきます。

Ｒ６予算 6,380

前年度予算 5,160

緑区フォトアーカイブ
カレンダー（R5作成）

「みどりでさがそ～緑区
ウェルカムガイド～」

（R5作成）

　2030年のSDGs達成及び2050年の「Zero Carbon Yokohama」の実現に向
け、区民一人ひとりの環境に対する意識を高め、行動変容を促す取組を
実施します。企業や大学、地域団体等、様々な主体と連携しながら、
GREEN×EXPO 2027の開催を契機として、あらゆる機会を通じて啓発事業
や情報発信に取り組みます。

Ｒ６予算 5,716

前年度予算 5,746

増▲減 ▲ 30

　（１）脱炭素・SDGs啓発イベント事業
　　　　脱炭素やSDGsの目標達成に向けた子どものまちづくりイベント
　　 「Mini Mini Midori プラス SDGs」を開催
　　　ア　子ども実行委員（企画段階から参加し、イベント当日にまち
　　　　のリーダーとして活躍）公募（５月24日から６月９日まで）
　　　イ　子どものまちづくりイベント「Mini Mini Midori プラス
　　　　SDGs」（８月18日　緑公会堂）

Mini Mini Midori プラス SDGs
（R5）

みどり脱炭素推進事
業【重点】

　（２）温暖化対策等啓発事業
　　　　企業や商業施設等と連携し、GREEN×EXPO 2027のPRイベント等
　　　での情報発信
　　　ア　みどりエコ活ワークショップの実施（４月25日、協力：無印
　　　　良品500ビーンズ中山・株式会社澤光青果、講師：資源循環局
　　　　緑事務所）（21組23人参加）
　　　イ　店頭啓発の実施（６月・12月）

　　● 市立保育所（３園）におけるグリーンカーテン事業
　　　＜「保育所すこやか子育て支援事業」へ移管＞
　　　　前年比　180千円減
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地域振興課

R5横浜創英大学生による
おはなし会

（３）本に親しむ環境づくり事業
　　ア　地区センター等における赤ちゃん絵本セットの貸出
    イ　おはなし会ネットワークの支援
    ウ　区民まつりにおける読書啓発イベント「本の交換会」
　　エ　読書活動パネル展示（３月予定）

前年度予算 500

増▲減 ▲ 15

（２）中高生ボランティア体験事業
　　　緑図書館にて中高生が司書の体験や豆本づくりなどを体験

Ⅲ　みどりの魅力あふれるまち

読書活動推進事業 　「緑区読書活動推進目標」に基づき、子どもから大人まで多くの人が
本とふれあい、読書を楽しめるように、緑区の地域性を生かした取組を
進めていきます。Ｒ６予算 485

（１）青少年向け読書啓発事業
　　　協力校の生徒から図書を推薦してもらい、アンケート用紙を
　　パネル展示「中学生選抜！私の推し本」

（４）区の特性に応じた読書活動の推進事業
　　ア　読書活動推進連絡会の開催
　　イ　読書まっぷ（第二次読書活動推進目標）配布
　　ウ　緑図書館におけるＣＤブックの貸出
　　エ　横浜創英大学との協働事業「おはなし会」の実施
　　オ　東洋英和女学院大学図書館との協働事業【新規】
　　　　（７月13日　いろんなことばのおはなしかい

　　　　　　　　　　～絵本・PictureBook・그림책(ｸﾘﾑﾁｪｸ)～）

　　カ　まちライブラリー支援事業

R5横浜創英大学生による
おはなし会

緑・芸術文化事業 　区民が芸術文化を通じて創造性のある心豊かな暮らしができるよう、
身近な場で多様な表現活動に触れることのできる機会確保を目指し、地
域芸術文化団体の活動を支援します。
　また、表現活動を実践する新たな人材の確保・育成を図るとともに、
より裾野を広く区民が文化芸術に興味を持てる機会の提供を行い、緑区
内における文化芸術振興を図ります。

Ｒ６予算 2,386

前年度予算 2,160

増▲減 226

R5お昼のロビーコンサート

（１）緑・芸術文化活動支援事業
　 　 一般公募により、文化芸術イベントの開催を支援（補助金
　　 交付、施設の優先予約、広報等）

（２）交流と人材育成
　　ア　区庁舎１階イベントスペースを活用した区民文化振興
　　（ア）「お昼のロビーコンサート」開催（年４回程度）
　　（イ）「サークルミニギャラリー」開催（年６回程度）
    （ウ）「提案型ロビーイベント」開催（年６回程度）
　　イ　芸術文化活動の振興を目的としたイベントの実施
　　　　若年層を対象としたワークショップ等のイベント開催
　　ウ　花や緑に触れ親しむ文化芸術体験イベントの実施【新規】
　　　　文化芸術に関する体験ワークショップ等の実施を通じて
　　　　花や緑に触れる機会を創出する
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26

地域振興課

前年度予算 2,258 （１）みどり環境行動推進協議会の運営
　　　総会・みどり環境行動推進者表彰式の開催（５月20日）増▲減 ▲ 68

（２）３Ｒの普及・啓発
　　ア　小中学校・保育園等への出前講座の実施
　　イ　店頭キャンペーンの実施（６、12月）
　　ウ　区民まつり等での啓発（10月）
　　エ　広報区版などを活用した啓発
　　オ　緑ＥＣＯ通信の発行（年２回）
　　カ　転入者への「ごみの分別パンフレット」等の配布
　　キ　フードドライブの推進

店頭キャンペーン

Ⅲ　みどりの魅力あふれるまち

３Ｒ推進事業 　新たな一般廃棄物処理基本計画（ヨコハマ プラ5.3計画）を推進する
ため、プラスチックごみや食品ロス削減の啓発に重点的に取り組み、区
民・事業者・行政が協働して３Ｒ推進事業を展開します。Ｒ６予算 2,190

きれいなまちづくり
事業

　GREEN×EXPO 2027の開催を契機として、緑区からポイ捨てや不法投棄
をなくし、魅力あふれるまちづくりを目指して、花いっぱい活動・地域
ふれあい活動・駅さわやか活動を展開します。Ｒ６予算 2,423

前年度予算 2,498 （１）花いっぱい活動事業
　　　地域と協働して季節の花苗を沿道に植栽（５、11月）増▲減 ▲ 75

▲ 255

（２）地域ふれあい活動事業
　　ア　地域の清掃活動への支援（物品支給、ごみの回収等）
　　イ　不法投棄対応

緑区商店街振興事業 　消費者と商店街の顔の見える関係づくりを支援し、商店街ならではの
魅力を地域の消費者に再発見してもらうことで、集客力を高め、地元商
店街の活性化につなげていきます。Ｒ６予算 2,745

（３）駅さわやか活動事業
　　ア　中山駅・十日市場駅周辺及び区庁舎周辺の清掃（５、11月）
　　イ　ポイ捨て禁止キャンペーン（６、11月）
　　ウ　みどりサンタプロジェクト
　　　　区内の小学生と大学生による地域清掃活動（12月）

十日市場駅前清掃活動

前年度予算 3,000 　令和５年度は商店街で一定額の買い物をした方に抽選で景品をプレゼ
ントする事業と商店街の魅力を伝えられるフォトコンテストを実施しま
した。
　令和６年度の実施内容は商店街と協議を進めています。

増▲減

　区民同士の交流を深め、区民のふるさと意識を醸成するとともに、世
代間を超えた連帯と区全体の活性化を図ることを目的として、区内各種
団体の代表者で構成されている「緑区民まつり実行委員会」が主体とな
り、多くの企業等の皆様の応援をいただきながら、様々な世代が参加す
る「緑区民まつり」を開催します。
　開催に向けて、実行委員会へ補助金を交付します。

Ｒ６予算 6,305

前年度予算 6,500

増▲減 ▲ 195

区民まつり事業
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Ⅲ　みどりの魅力あふれるまち

（１）緑区自治会町内会長感謝会の開催
　　　ア　自治会長に感謝の意を伝えるため、感謝会を開催（３月）
　　  イ　会長在席年数に応じた表彰

（２）回覧物等配送業務
　　　地域へ適切に情報を提供するため、回覧等を一元で取りまと
　　めて送付（毎月）

（３）自治会加入促進の支援
　　　転入者への案内、のぼり旗の配布等

地域振興事業
【重点】

　地域の主体的な活動を支援するため、地域要望の把握や地域への情報
提供など、双方向のコミュニケーションを大切にし、地域との良好な関
係を構築します。
　また、自治会活動を通じて地域の振興に貢献している自治会長の労を
たたえ、感謝会を開催し、永年在職の自治会長を表彰します。

Ｒ６予算 2,453

前年度予算

（２）市民交流事業
　　ア　みどり市民活動交流会
　　イ　サロンふらっと
　　ウ　ちょっと先生の講座
　　エ　みどりーむまつり
　　オ　Open!みどりーむ
　　カ　区民まつり

（４）自治会活動支援事業（旧：担い手育成事業）
　　　担い手の育成等、自治会の活動、運営に係る課題の解決を支援
    するための講演会やアドバイザー派遣等

市民活動パワーアッ
プ支援事業

　緑区市民活動支援センター「みどりーむ」を拠点に、緑区市民活動支
援センター運営委員会と協力し、区民主体による魅力ある地域づくりや
自律的な市民社会の形成を目指した事業を実施します。
　また、緑区における公益的な活動や地域課題解決への取組を支援する
ため、地域の公益的活動に対して補助金を交付します。

Ｒ６予算 4,037

前年度予算 4,162

増▲減 ▲ 125

（４）緑区内地域施設間連携
　　　緑区地域施設間連携会議及び研修会（年２回）

（５）緑区市民活動支援センターのコーディネート機能の強化
　　　区内施設や団体と協力した講座等

（６）緑区地域課題チャレンジ提案事業
　　　公益的活動に対する補助金の交付（令和６年度は、脱炭素化に
　　寄与する活動を対象とした脱炭素化推進コース２団体、広く緑区
　　内の地域課題解決に寄与する活動を対象としたチャレンジコース
　　12団体の、合計14団体を採択）

（７）ぱそこんひろば＠みどり事業
　　ア　パソコン・スマホ相談コーナー
　　　（毎週火・木・土曜日　緑区市民活動支援センター）
　　イ　パソコン・スマホ初心者対象の講習会
　　　（毎月１回　緑区市民活動支援センター）
　　ウ　パソコン・スマホの機能を学ぶ講習会
　　　（年12回　各地区センター）

（８）地域づくり大学校PR事業【新規】
　　　地域や自治会で活動する人材の発掘・育成を目的とした地域づ
　　くり大学校事業のPR強化のためのリーフレット作成や講演会等

2,529

増▲減 ▲ 76

緑区自治会・町内会長
感謝会

（３）生涯学級事業
　　　「横浜線ものがたり」「自然を楽しむ講座」など

（１）講座・セミナー開催事業
　　　防災・減災講座など

令和５年度みどりーむまつ

り２０２４

音楽等パフォーマンス発表
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総務課

R5こもれび躍るふれあいのまち
づくり顕彰

（２）人権啓発・職員研修事業
　　ア　区民向け人権啓発講演会（12月）
　　イ　職員向け人権啓発研修等（通年）

（３）緑区表彰事業
　　　緑区の発展や区政に功労のあった個人又は団体に対しての表彰

（４）緊急的課題への対応
　　ア　区民がより利用しやすい区役所となる窓口環境等の整備
　　イ　来庁者に快適に過ごしていただける区庁舎の美化・緑化

（５）緑区データ集作成事業
　　　人口増減や年齢別人口など、区の統計データをまとめ、ホーム
　　ページで公開

　（４）みどりスポーツ振興事業
　　 　ア　プロスポーツチーム連携事業（秋～冬季）
　 　　イ　パリオリンピック・パラリンピック関連事業【新規】

（２）広報発信力アップ事業
　　ア　緑区ウェブサイト・区庁舎２階の情報モニター・緑区Ｘ
　　　(旧Twitter)・ＬＩＮＥ・民間広報媒体と協力した情報発信
　　イ　ＰＲボックス（４駅６か所）への広報よこはま区版の掲出と
　　　追加補充、区の事業に関するチラシの配架、「まちの掲示板」
　　　（中山駅・鴨居駅）の掲示物確認（毎月）

（１）接遇向上等研修事業
      窓口対応の向上を目的とした研修

（４）緑区「ふれ愛トーク」の開催
　　　緑区内で地域活動を行う団体と区長が活動内容等について意見
　　交換し、その概要をウェブサイト等で紹介

区民から親しまれる
区役所づくり事業

　「おもてなしの行政サービス」による区民満足度向上のため、区役所
職員の接遇向上や庁舎環境の整備に取り組むとともに、人権問題への
「気づき」の場として、職員向け人権啓発研修や区民向け人権啓発講演
会を開催します。
　また、緑区の発展や区政に功労のあった個人又は団体に対し、表彰を
行います。

Ｒ６予算 4,692

（３）緑区役所意見箱運営事業
　　　区庁舎内への意見箱の設置

5,091

R5緑区「ふれ愛トーク」

前年度予算 2,436 （１）みどり区区民生活・防災マップ事業
　　　区内の公共施設や医療機関、防災拠点、地震・風水害情報等を
　　掲載したマップを転入者等に配布

増▲減 ▲ 10

1,854

　（２）みどりスポーツフェスティバル事業
　　　　総合スポーツ体験型イベントの支援（６月30日　緑スポーツ
　　　センター）

　（３）緑区ランニングフェスタ事業
　　　　気軽に走る楽しさを感じられるランニング事業（12月）

増▲減 ▲ 56 （１）緑区スポーツ協会事業
　　　加盟する各団体等（14団体、３関連団体）の各種大会やスポー
　　ツ振興活動に対する支援

R5みどりスポーツ
フェスティバル

みどりスポーツ振興
事業

　区民が主体となって運営するスポーツ振興団体やスポーツ振興イベン
トの支援を行うとともに、気軽にスポーツ文化に楽しむことができるイ
ベント等を区としても実施し、区民がより健康で多様性ある豊かな暮ら
しができる環境づくりを進めます。

Ｒ６予算 1,798

　区民に積極的に区政情報の提供を行い区民生活の利便性を高めるとと
もに、区政への理解を深めます。また広聴事業により、多様化する区民
ニーズや地域の課題を把握し、円滑な区政運営を図ります。

増▲減 ▲ 399

前年度予算

広報・広聴事業

前年度予算

Ｒ６予算 2,426

Ⅲ　みどりの魅力あふれるまち
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